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都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
五
号

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日
と
す
る
。

総
務
大
臣

佐
藤

勉

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
六
号

消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
理
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
第
三
十
五
条
の
七
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
の
十
第
一
項
」
に
改
め
る
。

一

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
五
号
）
第
二

条
第
二
項
第
二
号

二

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
）

第
三
条
第
一
項

三

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
第
三
十
六
条
第
一
項

四

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
七

十
五
号
）
第
四
十
三
条
第
一
項

附

則

こ
の
政
令
は
、
消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

総
務
大
臣

佐
藤

勉

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

政
令
第
二
百
七
号

都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日

を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
附
則
第
一
条
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
を
除
く
。）の
施
行
期
日
は
平
成
二
十
一
年
十
月
一
日
と
し
、
同
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規

定
の
施
行
期
日
は
同
年
九
月
一
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

国
土
交
通
大
臣

金
子

一
義

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
一
年
八
月
十
四
日

内
閣
総
理
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
八
号

都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
及
び
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

二
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）

第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
、
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）

第
一
条
第
三
項
第
二
号
、
第
四
項
第
四
号
及
び
第
六
項
、
宅
地
建
物
取
引
業
法（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）

第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
並
び
に
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
七
条
第
五
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を「（
都
市
再
生
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者
が
そ
の
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
を
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
都
市
施
設
）」に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
第
十
三
条
第
一
号
ニ
」
を
「
第
十
四
条
第
一
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
十
一
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
都
市
再
生
整
備
推
進
法
人
が
そ
の
都
市
計
画
の
決
定
又
は
変
更
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
施
設
）

第
十
二
条

法
第
五
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
イ
の
政
令
で
定
め
る
都
市
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
都
市
計

画
法
施
行
令
第
九
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

一

道
路

二

公
園
、
緑
地
又
は
広
場

三

下
水
道

四

河
川
そ
の
他
の
水
路

五

防
水
又
は
防
砂
の
施
設

六

都
市
施
設
の
う
ち
、
法
第
七
十
四
条
第
三
号
ロ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
施
設
に
該
当
す
る
も
の

附
則
第
二
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

œ


		2009-08-13T14:59:38+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




